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1.本誌は、物性の研究を共同で促進するため、研究者がその研究・意見を自由に発表し

討論しあい、また、研究に関連した情報を交換しあうことを目的として、毎月 l田編

集・刊行されます。掲載内容は、研究論文、研究会・冨際会議などの報告、講義ノー

ト、研究に関連した諸問題についての意見などです。

2. 本誌に投稿された論文については、原則として審査は行いません。但し、編集委員会

で本誌への掲載が不適当と判断された場合には、改訂を求めること、また辻掲載をお

断ちすることがありますっ

3. i物性研究」に掲載される論文の著作権は、物性訴究刊行会に帰属することとしますっ

包し、著者が著作物を使用することをさまたげるものではありません。

4. 本誌の論文を欧文の論文中で引用する時には、 BusseiKenkyu 90 (2008)， 1.のように

引吊して下さい。

[原稿作成要領]

1.原稿は、原則として日本語に限ります。

2.投稿原稿は 2部提出して下さい。 但し、研究会報告は 1部で結講です。

3. 別棋を希望の場合は、投稿の際に、 50部以上 10部単位で、注文部数・別刷送付先・

請求先を明記の上、お申し込み下さい。別部代金については、刊行会までお問い合わ

せ下さい。

4. 累則として写真製版でそのまま印期されますので、以下の点に注意して原稿を作成し

て下さい。

1)用紙は A4を縦に使用。(印刷は B5になります。縮小率 86%)

2)マージンは、上下各約 3cm、左右各約 2.5cmo1ページに本文 34行、 1行に全

角文字で 42字程度にして下さい。

3)第 1ページは、タイトルはセンタリング、所属・氏名は右寄せにして、本文と

の間に受理日を入れるので、余白を少しあけて下さい。

4) 国や表は本文中の該当信所に貼り込み、図の下にキャプションを付けて下さい。

5)体裁については、上記は一応の目安ですので、多少の違いがあってもかまいま

せん。

5. 所究会報告の作成要領については、物性研究ホームページをご覧いただくか、刊行会

までお問い合わせ下さい。
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Stationary Phase and Macrovariable 

-From Wave to Particle -

福田礼次郎

多くの自由度を持つマクロな系では、系全体としてのニュート的な振る舞いと、そ

の系に含まれるミクロな自由震の量子力学的な振る舞いが共存する。この事実を説明

する鍵は、経路積分に現れる定常位相の有無である c

実際、マクロな系を量子論で扱う際、揺らぎを失うマクロ変数と呼ばれる変数が岳

然に定義できる c 自由度の数を N として、マクロ変数は、多くの(オーダ-Nの)ミク

ロ変数の平均で定義され、マクロな系の全体としての運動はこのマクヨ変数の変化で

決定される。

N粒子系を経路積分で扱うと、系のマクロ変数が定常位相で決定され、揺らぎを失っ

て点粒子のように振る舞うことが示されるc 日常に現れるマクロな系では、古典的な軌

道をもったこのようなマクロ変数が全体としての運動を記述し、残りのミクロ変数には

定常位椙は効かないので、それらは揺らぎを持った量子変数で、マクロ系が内議する原

子や分子を作るつ以上のことを、いくつかの例で示すとともに、一般のマクヨ系で定

常位椙の存在を論じる。

観測の問題に現れる溺定器の変数として、上のようなマクロ変数を用いると、 Nが

無限大では理想的な観溺プロセスとなるつ実際ミクロとマクロの間の写橡を確立する

のは、マクロ変数に現主る定常位相である。このことから、確率と波動関数の絶対檀

の2乗の間の関孫が導かれる。 Nが大きいが脊限であるような現実的な系では、補正

項が lJN展開の形で系統的に計算できることが示される。この祷正項は溺定可能であ

る5

波束の収縮の一つのモデルとして、通常の量子力学で使用される持関変数 tは、もっ

と基本的な時間変数 τの程視化されたもので、 τで見れば決定論的な軌道〈揺らいで

いるが)が定義できるものとする c 波動関数は密震の王子方援を糧視化のスケールで平均

したものである。このような対象を観測する際、マクロ変数を用いると定常位相が効

いて、正しい確率公式が得られる。

定常位相の性賞と、系が熱力学的に正常な系であるかどうかが密譲ににかかわって

いることを示す。マクロな系が熱力学的に正常な系であるための条件を、 N-粒子系の

量子力学の場合、場の理論の場合に応じてそれぞれ議論する。
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編集後記

今年の冬はパンクーバーで、冬季五輪が行なわれた。日本人選手も健闘したが、銀メ

ダル 3個と鋸メダル 2個で、金メダルは 0個に終わった。率重に言って残念で、ある。

この結果に至った原因として、いくつかのことが指摘されている。

まず、他国に比べて、選手への補助金が非常に少ない、ということが挙げられてい

る。政府が国策として積極的に支援するのではなく、選手およびその周辺の人達の努

力に委ねられている割合が大きい、というわけである。このような現状にもかかわら

ず、「事業仕分けJと称して、スポーツ振興予算をさらに減額しようという人たちが政

権を握っているのが、悲しいかな、我が国の実信である。

もう一つ指揺されていることに、「競争Jに対する意識がある。今、小学校では、「全

員参加Ji競争排除」の原理主義に焔り、運動会で顕番をつけない、生徒全員に同じ質

問を自答させる、など、一昔まえまでは冗談としか考えられないことが行なわれてい

る。「競争J= i悪」が染み付いてしまったら、存分に能力を発揮できるわけがない。

一番である金メダルを必死に狙っている選手に、「一番じゃなくてはいけないんです

か? 2番でほいけないんですか?Jなどとランボウな問いかけをしようものなら失笑

どころでは済まされまい。日米野球界で活躍した某選手の子供のころの目標は、「毎

年、ホームラン王で打点王、セーブ王、最優秀防御率、最高勝率、首位打者、盗塁玉、

沢村賞で、球速は 170kmjhJであった。

上記の問題点は、わが国の物理研究、より広く科学研究の状況とも関連しないだろ

うか? i事業仕分けjにより科学研究関連予算がランボウな枝葉野議論の結果減額

され、研究者に今後の研究活動に大いなる不安をもたらしている。一番を目指すこと

すら許されない日本の研究者が生きていく道は果たしてあるのだろうか?小生にも

毎月 1，500万円の研究費をそっと振り込んでくれる人は現れないものだろうか?

(加齢臭)
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